
都市計画道路新前橋駅川曲線道路改良  

工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書  
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前橋市は、北に赤城山、西に榛名山を望む関東平野の北部を市域とし、坂東太  

郎として孝一高い利根川がその暗流を広瀬川、桃木川などに分流し、市域を貫流す   

る水と緑にあふれた県都であります。   

箱［別11西遊跡は、利根川の右岸地域で市街地から南西へ2．51川l程の所にあり、高  

崎市日高l町、新保田［叩］‘と墳を接しています。かつては、前橋の穀倉地帯として  

田園風景が広がっていましたが、現在はll＝1心市街地の何問発事業や区画整理事業  

とともに民間の住宅地開発等が行われ住宅街となっています。さらに各交通網の  

充実・整備に伴い沿線の開発も盛んに進められています。   

発掘調査は、都市計画道路新前橋駅川曲線道路改良二L事に先立って行われたも  

のであります。   

調査では、古墳時代の椚状遺構4条、平安時代の水田跡、近世の溝跡1条、土  

坑2基が検出されました。とくに平安時代の水田跡には、ほぼ真北に向いている  

l岨畔が1本検出されましたが、大畦畔の検出はなく、条里子I川と関迎づけるのは難  

しい状況ですが、近隣追跡の発掘成米との関係を調べていく上での資料として、  

少しでも役立つことを願っています。発堀調査に当たり、関係各機関並びに本追  

跡用辺地域の方々の御理解と御協力に対し厚く御礼申し上げます。  

平成11年3月  

前橋市埋蔵文化財発掘調査団  

団 長 渡 辺 勝 利   



例  昌  

はこだかわにしいセき  
1木靴省肖は、平成10年度都市計画道路新前楠駅川曲線道路改良工事に伴う緒川川西追跡発掘調査報告日であ  

る。  
ぐんまけんまえばししりこ／ご戎Iノ  

2 追跡の所在地 肝属現前柄市箱l川lけ15（）0－1番地外  

3 誹糟は、前橋市埋蔵文化財発掘調査l』（l∃1長 波辺勝利）の指導のもとに、前橋市都市計画部街路課の委託  

を受け、スナガ環境洲設株式会社（代衷取締役 狼永眞弘）が実施した。   

調査J日当者 眞垢明男・古屋秀登（前楠市埋蔵文化財発掘調査川）  

荻野博巳（スナガ環境測殻株式会社）  

∠1発掘調査期間 平成10年11月12日～平成10年12月2一三J   

雅 子里 光り 肛 平成10年12月3日～平成11年3月18日  

5 朋査計画面楷 750111？  

6 ‖＝題物は前橋市教育委員会が保竹する。  

7 洲最・制査計画・‥須永眞弘、調査山当…秋野博巳、調査指導・‥新保一美、調査員…勝什l貞幸、測嘉卜実測…板   

垣宏，l＿l‖コ和宏、写真掘影…荻野†専巳，勝川貞幸、安全管理（窺機オペレ一夕ー）…都丸保男、作業机務…   

柴崎信江が担当した。  

8 本邦は、調査団指導のもと、スナガ堺墳洲設株式会社が作成に当たり、原机執筆を荻野博巳、編瑛・校了I：・   

須永蹟弘，金子正人，新保一美、尖測図の整理仙・・・板垣宏，勝l叶貞幸，椎川友寿，山l＿l和宏、写共催即・内業   

耶務…須永豊，柴崎信江が担当した。  

！）発掘調査に参加した方々（敬称略）  内山恵美子 桑島英彰lい川佐一 都丸藤子 f‖lけワ子  

凡  例  

1追跡の略称は、10A88である。  

2 遺構孝一の略称 泄跡…W、土坑…Ⅰ）で表示した。  

3 突i州稟lの鮒尺 追跡平面図1／200、水＝跡1／40，1／1nO、溝跡1／40，1／100、土坑1／40を使川。  

4 抑人図は、国ニヒ地削院発行の2万5千分の1「前橋」を使川した。  

5 各追跡の位置の基準は、国土地別院三川点及び水準点と！にi合済。基準点A－3 グリッド地点第IX系座標佃   

X 40760．000m，Y－70060．000m、水準点 BM．…99．000Ill、等高練5cnl、グリッド4m間隔  

6 二＝刷酢面の土色名は F新版標準二I二也小Ilり（農林省彪林水産技術会議事務局l酢修 財団法人 日本色彩研究所  

色崇監修）による。  

7 二l澗注記及び本文「いこはAs：矧‖‖l、ⅠIl・：榛名l1にツ岳を使川し、断1柚図の他山部分に斜線を使川した。  
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第3図 去⊆本土層断面図  

第4図 矧Ⅰ＝ll西遊跡平面図  

第5図（南側）W－2～5平耐・断面図、  

壁二1二肘断巾‖卦……‥ 7  

写真図版  

図版1調査前現況（南から掘影）、深掘り二l二層断面、追跡全景（南から搬影）、南側調査区全景（西から船影）、  

（右）W－2・（左）W－3全景、W－2セクション、（右）W－∠1・（左）W－5全景、W－1全景（束から据形）  

図版2 北側調査区（As・B軽石下水州跡）全景、畦畔検出状況（北から搬影）、As－B軽石下水任7跡検出状況、D  

－1完栃‖犬況、D←2完掘状況  

第1図 周辺遺跡図（S＝1：25′000）   



Ⅰ 調査に至る経緯   

前柄市箱一丁川け1590－1番地外に、都市計画道路新前橋馴川曲線道路改良コニ事〔事業者前柄市長荻原弥惣治（前  

橋†相川了計画部）〕の実施計画が前橋朽教育委員会で事前協議が行われ、埋蔵文化財の有鮎こついて試掘調査を実  

施したところ、浅間B悼石堆積面が柵認された。このことから用辺の遺跡等の資料や近年発掘調査された結果な  

どを踏まえて水田遺構が遣存する可能性が高いと判断されたため、事業担当者（前橋帝都苗計画部街路課）と協  

議を主任ね、開発事業の実施に先だって埋蔵文化財の発掘朋査を実施し、記録保存することとなった。   

発掘調査は、前橋市長と前橋市埋蔵文化財発掘調査日1の閃で委託契約を締結七、同調査団から業務委託を受け  

たスナガ環境洲設株式会社が実施した。  

ⅠⅠ遺跡の位置と歴史的環境  

1．遺跡の立地   

相川川西遺跡は、前相打術地の南方に倍旧し、Jlミ新前柄駅より南へ1．21くIll柑の所にある。追跡の周囲には、国  

道17号線より南下し、南部大橋を通り†l川心部へと向かう環状線が北0．51川1の所を東西に走り、約150111東には一  

級河ノIlの沌川が商流する。沌川の右岸は市道が南北に通り住宅地が運担している。近咋、道路交通事情から道路  

建設が進められ、本道跡も都市計画道路川地を対象とした発掘調査である。   

当追跡は、前橋市の西部及び南部を北i叫から南東に広がる前橋台地のほぼ中火で、利根川の右岸にあたる標高  

約99Illの平坦な地形に位旧する。前柄台地は、火山泥流椎楷物とそれを被覆する水成ローム層から成り立つ洪横  

台地で、束は広射り＝低地鞘と直線的な躇で画され、西は稜々川1魔の扇状地へと統く。なお、現在の利根川は、中  

世末頃に変流したとされている。  

2．歴史的環境   

本遺跡（1）の所在する前橋台地周辺は、1970年代から1980年代にかけて上越新幹線や関越自動車道の建設に  

伴う発掘調蛮で苗代水m跡が多く検山されている。現在でも前橋南部地域では、水村耕作が行われ、滝川などの  

河川の利川も見られる。また、染谷川を隔てた西方約1．5】川1の高崎市域にある日高遺跡（12）は、本県における水  

l≠研究の先駆となった遺跡で、とくに大牲1リ畔が検出されたことで条里的地捌の僻明を大きく広げる発端となった  

遺跡である。また、周辺には本道跡と同時代の平安時代末期の水川跡が多くあり、勝呂遺跡（2）、村前遺跡（3）、  

五反日遺跡（4）、五反日ⅠⅠ追跡（5）、箱川境遇跡（6）、前箱川遺跡（7）、柳橋遺跡（8）、稲荷遺跡（9）、  

下新川ll1沖遺跡（10）、下新川中沖ⅠⅠ追跡（11）などで検川されている。北西約2．3l川1には、奈良・平安時代にお  

ける－tl野圃の政汚い文化のlトL、地としての推定国府域が存在することから、本道跡と共に前橋南部地域や高崎市  

域にあるl二偶追跡を含めた地域の水川跡は、緋令経済を支える水田地相であったことがうかがわれる。  

ⅠⅠⅠ調査の経過  

1．調査方針   

朋査区の設定は、公共座僧＝こ基づき東西方向に延びる緯線に直交する経線を翳りl」数字で、南北方向に延びる経  

線に巾交する緯線をアルファベットで付称して、4Illグリッドを設定した。グリッドの呼称は北西杭の名称を使  

用した。また水準は公」ヒ水宣†些ノ如こ基づき誹麿区内に洲設した。   

図面作成は、1／20，1／∠10，1／100，1／200の縮尺を使川し、平板・造形による紬郡測儲で作図を行った。また、追  

捕・遺物等の写真撮影（白銀・リバーサルフィルム）も行った。  

2．調査経過   

平成川咋11月12日より資材・重機類の搬入、休憩所・仮設トイレを設閏サると同時に、調査区内を東西方向に  

道路が過っていることや住宅地が隣接していることから調査区外周に、l妨護ネットを張り安全対策を行った。こ  

れに引き統いて、市制査巨Jlの立会・指導のもと誼機による表二＝届削を行い、調査区内を桝切る道路の北側調査区  

に＾s・Iう恨石堆積面、南仰用舶蚤区にAs－C脾石堆積面を検川した。またAs・Ⅰ用筆石‾Iご水田跡及びAs－C軽石屑下の  

遺構を検川するための精査を行い、順次各調漆工程を実施した。  

－】－   



第2図 遺跡の位置と周辺国（S＝1：5′000）  

－ 2 －   



平成10年11月12日  

11月13日  

11月17日  

11月20日  

11月21日  

12月1日  

12月2日  

資材・重機搬入、イ反設トイレ設置、安全対策用ネット張り  

重機による表土掘削開始、遺構確認  

As・B軽石下、As・C軽石下確認面のジョレン掛け・精査作業の開始  

基準点及び水準点取り付け測最  

適構平面・断面実測開始、遺構写真撮影開始  

調査終了、埋戻し作業開始  

埋戻し作業完了、資材類の撤収  

Ⅳ 層  序   

本追跡の標準層位は、北側調査区北束側に入れた深掘りトレンチの土層断面を基本とし、模式的に作成したも  

のである。なお層序の説明と土層断面図は下記に示した。  

Ⅰ 砂利 バラス  

ⅠⅠ灰黄褐色砂質土層 As・R軽石を含む  

111にぷい黄褐色砂質土層 即妙、軽石、小礫を含む  

Ⅳ As・R軽石層  

Ⅴ 灰褐色粘質土層 白色軽石粒を含む（As・Ⅰ∃軽石下水圧＝国）  

Vl；黒褐色土層 粘性、締まり有り 納砂とAs・C峰石粒を含む  

Ⅵl黒褐色粘質土層 僅かにAs・C軽石粒を含む  

Vl廿 As・C瞭石層を多量に含む鮒砂層  

1‡褐灰色粘質土層 As・C軽石粒を含む 斑紋跡有り  

Ⅹ 灰褐色粘質土層 As・C軽石粒を僅かに含み、微妙を含む  

M 灰黄褐色粘質土層 微妙を含み酸化を帯びる 斑紋跡有り  

Ill灰黄褐色粘質土層 斑紋跡有り  

‡… 灰黄褐色粘質土層と明褐色鉄分凝縮層を含む   

（地下水による酸化）  

XⅣ 灰褐色砂質土層 峰石粒を含む  

XV り月黄褐色粘質土屑 鉄分の凝縮層を含む  

川 伐黄色土層  

‡Ⅶ にぷい黄色砂質土層  

m にぷい黄色粘質土層   

本文中に使用した略号は以下の通りである。  

As・C軽石：4世紀降下浅間山起因  

Hr・FA：6世紀初頭降下榛名山起因  

As・B軽石：1108年降下浅間山起因  

第3図 基本土層断面図  

Ⅴ 検出された遺構  

1．概観   

調査では、調査区内のほぼ中央を東西に横切る道路の北側調査矧垂はり、As－B軽石堆積下に水田面と畦畔を検  

J，j＿ルた。また南側調査雅瀾lでは、As・B軽石層やその下にある水m跡の土層は既に掘削等により削り取られている  

状態で、As－C軽石確認面まで遺構は検出されず、その而に古墳時代の網状遺構4条や近世と思われる粥1条と土  

坑2基が検出された。調査区の大部分が以前住宅・エ場が建っていた場所であるためカクラン部分が多く、遺構  

の残存状況は良くなかったが、カクラン以外の部分にAs－B、As－C軽石の堆積層が残り、その下から遺構が検出  

された。  

－ 3 －   



2．As・C軽石層下遺構（第4・5図、図版1）   

道路南側調査矧巫lの表土より25～45cIll程掘り下げた所にAs・C悼石層を検出した。既にAs・B軽石層やその下  

にある水田層は削り椴られていて、As－C授石の検出範囲もカクランを免れた南西部分を中心に検出された。遺構  

は、As・C軽石層下の褐灰色粘質土層を掘り込んで、I－1～2グリッドからJ・Ⅰく－0～1グリッド内にW－2～5  

が検出された。いずれも平面形状は北西から南東方向に細長く、断面形状は浅い半楕円状を呈する。規模は、W  

－2が確認長2．9m、上幅30～40cm、下幅18～30cm、深さ2．5～7c】11、W¶3が確認長3．01Tl、上幅25～30cm、下幅8  

～18cIll、深さ3．5～5c［n、W－4が柵認長5．2m、上［［）n18～35cI11、LF腑5～20cIll、深さ2～3．5cm、W－5が確認長5．  

O111、上幅20～32cI11、‾F幅6～10cm、深さ1．5～3c‖を測る。いずれも溝の一部分を検出しただけであり、その全体  

像や用途などは不明である。またW－2の底面は小さい凸凹が見られ、掘削時の使用道具痕とも 思われた。覆土は、  

As－C輝石を含む砂質土である。その他に榔認面において、性格不l少」の小穴が溝状遺構の周辺に見られたが、別状  

遺構に伴うものであるかどうかは不明である。この面からの遺物は、流れ込みと思われる須恵難、土師岩諸片が5  

点検出されている。  

3．As・B軽石層下水田跡（第4・6図、図版2）   

表土より15～28cI11程抑り下げた所にAs－Ⅰう軽石屑を検出した。その堆積状況は北側調査区の西壁側が良く残り、  

厚さが2～12cnl程見られた。その他は建物の基礎部分などがあった所がカクランされていたり、確認両が表土か  

ら浅い部分であることなどから踏み固めや耕作がなされていて唯楷状況が悪かった。その中でもカクランを受け  

なかった西壁側のB－0～2グリッド～E－0～2グリッド内にAs－B悼石下水仕価と畦畔が検出された。畦畔は、  

南北方向に延びるものとそれに交差して東西方向に延びるものの一部が検～－Llされた。規模は南北方向のもので櫛  

認長14．4m、上幅28～44cnl、下幅50～84cnl、水I珊面からの高さは、西側で2．5～6．5cm、東側で5～8．5cmを測る。  

また、南北畦畔と交差する北側の東西力向畦畔で確認長0．8nl、上幅12cIll、‾F幅30cIll、水田面からの高さは、北側  

5cm、南側5．5cnlを測る。南側の東西方向畦畔では、碓認長1．6m、上腑16～22c［n、下幅32～44cm、水圧Ⅰ而からの  

高さは、北側1．5～3．5cm、南側3．5～4．5cmを測る。畦畔は表土からの深さが浅い位置で検出されたために踏み固  

められて、硬く締まった状態であった。また、その周辺には人の足跡と思われる凹みや性格不明の小穴などが検  

JHされたが、流水のための水口や遺物等は検J」二1されなかった。水田の標高は、水圧1面検出矧垂I内の北側で98．800  

1Tl、南側で98．7501Tlを測る。全体の水田勾配は不明である。  

4．近世以降の遺構（第4・8・9図、図版2）   

南側調査簡閲のG・トト0～1グリッド内に溝跡1V－1とト4グリッド内にⅠ）－1、Ⅰく－0グリッド内にD－2が検  

出されている。いずれもAs・C軽石層より上面は、カクランや掘削により削り取られている状況で、As・C軽石の  

検出面で確認され、標準土層のIX層下まで掘り込まれていた。W－1の規模は、確認長4．5Ill、上幅62～82cIll、‾F  

幅40～64cIll、深さ8．5～17cr11を測る。覆土は、褐色土や二次的に浪人したAs－B軽石を含む灰褐色土であった。造  

物は検出されなかった。また土坑の規模は、r）rlが長径94cm、短径86cm、深さ22cIllの円形。D－2が長径90clll、  

短径94cm、深さ18cnlの楕円形を呈する。覆土は、いずれも褐色砂質ニヒとAs一打怪石が二次的に浪人したものであっ  

た。遺物は検出されず、用途は不明である。  

Ⅵ ま と め  

当初、カタラン以外の部分にAs－B，As－C悼石の唯横面が検出されたことから、古墳時代～平安時代の水附跡が  

検出される可能性が高いと考えられたが、調査の結果北側調査区にはAs・B悼石下の水田跡と畦畔が検出された  

のに対して、南側調査区では、As・C悼石堆積面下に網状遺構を検出しただけであった。   

南側調査区で検出したAs－C軽石下の面は、狭い肺囲での検出であるが起伏の少ない而で小穴などがわずかに  

見られた。土層も褐灰色粘質土で水田耕作に適すると規われたが、畦畔等の検出はなかった。また確認面を見る  

と褐灰色粘質土に橙色をした植物の斑紋が入り、さらに深掘り土層断面でも灰褐色・黄褐色粘質土屑と続く‾F屑  

で斑紋や鉄分凝縮による酸化跡などが見られる。従って、この耐は土層の状況や近隣遺跡の自然科学分析結果か  

ら判断しても、湿地であった可能性が同いと考えられ、耕作した面であるかどうかは判然としない。   

北側調査区では、As・Ⅰうt怪石‾Fに灰褐色粘質土が検出され、その土層で畦畔や水附が作られていることがはっき  
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りわかる。近年周辺での調査資料や発掘湘査結果からも、カクランで削り取られた南側調査区域や遺助周辺に、  

かつて同‖判別の水l］二1跡が存在していた可能性があるといえる。さらに前橋南部地区に見られる条11！的水l封区画を  

見ると吐畔がほぼ東匹い南北に走行し、互いに直交する規則性が見られ、調教区で検出された南北ノ封句の粧畔戊  

ほぼ真北を向き、それに交わる東西方向のIl胴昨の形状からも規則性がうかがわれる。また日高遺跡で検出された  

東西方向の大畦畔の延長線から見ると、本道跡はそのほぼ真東約1．5lく1】lの地ノ如こ位置していることが図上で碓認で  

きるが、そこからの距離が離れていることや調査区域が狭くカクランが著しいことで、明確に水川跡をとらえら  

れず、大‖狛畔に相当するものも検JLはれなかった為、条里制における坪境及び地割りを周辺遺跡と結びつけるこ  

とはできなかった。しかしながら、As・Ii瞭石下の水川城は国府城周辺から前橋市南部域まで広矧≠射こ続くことが  

触定され、本選跡で検出されたAs・B軽石下水仕働iもその一部に含まれると考えられる。  
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囲As－硝石下面残存部分  Q  1！200  8   

第4図 溝田川西遺跡平面図  
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南側調査区  W－2  
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第5図（南側）W－2～5平面・断面図、壁土層断面図  

L＿99．00m  ．■ ∑＿ 99．00m  F■  

一日  H  

L＿99．00m  

1；40  2m  O  l＝00  4m  

第6図（北側）畦畔平面・断面図  
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粧辟断面」二J椚‡三記（Ⅰ，J）  
1．灰補色和昭二1二 白色の離才＝i¢0．5～2．Ommを5％含む  
2．Ilt・・ドAを混入する蛍樺色二1：屑 朴性締まりイ＝）  

3．暗褐色拙質二l二にAs・C車紆ほ10％含む況土屑  
机怖がやや有り 締まり有リ  

4．J火掲也紺＝沙J再 粘件締まり有リ   

11Ⅰ・・ド∧を僅かに含み椴化を榊びる  

＿」＿99．うOm  ＿   ヱ＿＿99．うOm  Kl  L＿ 99．50m  

蝉セクションニ＝椚iミ記（1く，しル1）  
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2．掲灰色鮒砂桐＋鮎性如し 締まりイiり 締れを混入  
3．∧s・Ⅰう軽石を5％含むlけ子褐色二‖白子 締まり弥し  

4．∧s・Ⅰう軒石桐  

第7図（北側）畦畔断面図  
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1．狼二tニ バラスが入る  

2．捕土 褐灰也糾砂屑  
3．掲色砂層 粘牲無し 締まり弧し  
－1．2層よりも明るい禍灰色紬砂層 白色の総イlを多く含む  
5．褐色細砂とG屑の混二l」再 6層がブロック状に入る  
6．椚褐色粘質」二と∧s・頼鯉れの盲托土′所 用：2） 締まり飾し  

1トl・1ト2」川服i三記  

l．褐色砂原二巨屑 締まり有り 粘性なし 白色軽石を怖かに食む  
7．褐灰色粘貿二＝p7 締まり弓薫ル 自也軽れ¢1～2n川lを多く含み恨化している  1；1．】仲ハこ2椚が粥入 ∧s・l用封iを怖かに含む  
8．灰色鮎質二1二椚 締まり朋ル 白也軽了1を怖かに含む   

（∧s・Ii軽√「卜の耕二卜屑プIコック）  

9．掲灰色微妙屑 抑性締まり村り 酸化している  

2．裡5J火砂17二川手 軽fほ含む粘性締まり有り ∧s・Ⅰミ軽イfがi】J一人  

第9図（南側）D－1，2平面・断面図   第8図（南側）W－1平面・断面図  
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図版1  

調査前現況（南から撮影）  採掘り土層断面  

遺跡全寮（南から撮影）  南側調査区全景（西から撮影）  

（右）W－2・（左）W－3全景  W－2セクション  

（右）W－4・（左）W－5全寮  ⅥJ－1全寮（東から撮影）   



図版2  

北側調査区（As・甘峰石下水川跡）全景  
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